




















まえがき 

1973 年以来,新潟市内にある産科婦人科病院の協力をえて,人工妊娠中絶標本につき 1,250

例の染色体を,直接法により分析してきた。標本は,胎令 5週から 12 週までのものである。

この細胞遺伝学的疫学調査で,種々の知見をえたが,注目すべきものの一つに,つぎのよう

な事実があった。すなわち,最終月経初日前後3週間以内に,鎮痛・解熱剤を服用した群で

の染色体異常発生率は,28.8%であった。それに対し,非服用群ではそれが5.2%で,X2 検定の

結果,その差は十分であった(X2=54.422 P<0.001)。ただし,服用した薬剤に染色体異常誘発

性があったのか,あるいは,薬剤服用にいたる基礎疾患にその原因があったのかは明らかで

ない。(1-2) 

この辺りの事情を解明するため,実験的に in vitroならびに in vivo の両面から検討を行

った。今回は,in vitro の実験結果について報告する。 

鎮痛・解熱剤には,アニリン誘導体,サリチル酸誘導体,ピラゾロン誘導体などがある。しか

し,ピラゾロン誘導体であるズルピリン,アミノピリンなどは,その毒性のため,現在は便用

されていない。したがってここでは,サリチル酸誘導体としてアスピリン,アニリン誘導体

としてアセトアミノフェンを用いて,染色体異常の誘発性を調べた。なお,アセトアミノフ

ェンは,アセトアニリド,フェナセチンなどアニリン系薬剤の生体内代謝物でもある。 


